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B 3 政化銀鉉いこ対1るヵIしyクム^ オV あ･よ≪ヽ゛巴≒オライトの影穿
た表クれす子大象政　o木村美唯子　駒威素子

〔(社)日本家政学会

　u的　カルシリムベオン（Ca”) あ､よタぜオライトり^ 躬* 笏止効果り

兆陽を杵落七む甲して祓忙叙鯉子のぞ歎ぞ足性を調べ、々いこぷ･リ1 スヲ'レ寿に対^ る酸

化炊の付l 1と9 対応乞追宛した.

　A低（り泥降タ棺砥　分政守定性*^大i ヽヽ禄. 酸化欽紅子り尼崎速浅やヽ遅｛なJ t 為^.

St-o/ke^　のft 則･＝よ') ■ 馬瞬速Jt かμ｝仕り2 I

It)f-。すなわち、平拓μ/零与布澗走業置( p s A －2 ）を用い■ o.”芦､荏糸あヽよ>- ぜオラ

イV 貳碍系･り破化獣絃3り）尤瞬遠浅を剥東しf-.比較のたり、P H . ／Vfcij.S'（?4り影^i も

硝せて穣討t. た。（i川烏曳疎　p H /O . 肱ユぶ伽O./b wt・/、政彦0 . /∂°o（ビオラAト

りヽ-り.仙t･/.のそれ>t- れり玲に酸拓軟t 懸両々セ, 40'C . 30分て哺鬼芙城刎1 りこ. 酸ｲ乙鉄

村-I t は、オ､レトフ、。ナントロリンμい＝s ')良-tした.

　効果　沈降分析＼＝よ') . p H ;）あヽよ-I'-//(iμ∂、夢､存ir. I-比べ･. .”大存糸島､よf-ビオラ

A 卜貳呉ir.v はﾗも吽遠浅の逢､ヽ酸化獣雅子ヤ増如1 3 ^1 向や認lt> い卜を. t t3 わち, λ”

あヽぷ■lK^-C"オいトは酸祀慨紅子9 彷散弩良性|＝脊キしてヽヽ5 ^為之りヽ-る。I r-、酸拓植

紅きり杜性!*.　た嘔ｱK > p H I 0 > A/a，幻4 夢､存永〉Cご氏存糸。･り^ t. u リ. z り緬果ヵヽら、

W”は酸化恢紅J･の駅集t 抑刊しているt 乃i, られ. Gx”り酸北鉄紅子-So 散分足性への%

-5-や明らヵヽ乙脊、r-. 豺鬼哭雅こより. 硬S% 0 °0H あ､よ■U--'lO･D H 1) いt'れの粂吋t゛もセオ

7 ･|卜庫蔑り堵丸乙乙* ･こ奔巧柴祁止如果かヽ高くねilA同､ヽ-ISめられr-、･i い＝、　こ＆b

り付為凭城崎果乙, よ､紡の光砕必鵜I- よ'J 愕う^だ鈴莱t.り本目哨性を搾討しか、

B 4 油性よごれの遼浄,こおけるカヅシウバオンの効果
琵

　曰的　一報に沈珊珊水中の硬度成分,3こ洗浄勅令i i

慄哨t ^界面浩慄剤の種頻･＝よって/a , 跳水中よ'ﾉ硬水中芒ヽの漫冷性の方が烏い郎県名報

告で･飢ている. 本蓼Tヽリ*、一定■tの脂肪酸を付薦?七八綿秤を浹汐し, 浪海i・添加した疎

胤蔵分-かレンウムイオyの効果とかヽﾝに梗討^nなった．

　立活　ノ＼°)ペナン酸μ‘町を締布に'μこ付馬i; せた坊啄布／μと各･ﾀ･りづ'つ・埓り即,

ず') エヽスヲ゛Iレ台即^]

it. 0～10 "VH f Caぴ，で調整)，浹剤は5VS ，STPf , t:にｵ7 う卜, μ醵すト') ウム色

それで'れ組成を蒙えて配合に濃及り, 0．2.% k ( た，ま冲汲陳水によ'ﾉずれヽだ軋布

上に残留する悳酪酸＆ベン-fc"ンにより柚軋あiu庫ネグロ-^ りラフィーcHFLC)によ’'I

史量して, 涜浄前猿め付I量の羞タヽら脂肪疎除去年を甫り洸吟勤年とL だ．　がムC n カラ

A ;　ゾ)yヘックスops ，t 々'/ア；　メタノ- iレ勁%水略液，iv゛cで･行なっre．

　鼓至　浹剤・旅次によってその程濃剌

ま冴勅平が増加し, 0 ～to 'Phfて'･■・ふa゛のi,の勤驚か弘弘? 沁 re．if:. 5PS づrrp の秀

加効果古鳶.虫7 れたが，ゼオライ/■ と蔵雌ナ/ヽクウa の効I. /よ見られなφヽつfz．渫剰屈

叙後め禅を塩酸･こよ') 加水分解しat卜i. 定量した郎果，々●･こ残留-f a (V ／よ茄肪雄,μ

')・成する金属石けん二由来^ 呑i りZ-/j.いこt＆, 脂防跨巧梁即，米汚啄御とi % ■≫々な

い･こt i･ヽら庸詔しf'-．同一え玲,こ入れた匂布への再乃壕･iバ?. t んfc'息-tでさﾂﾌいliど'In

ずかであ・t~.


